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１．はじめに 

徳島大学イノベーションプラザで展開されて

いる自主的な学生プロジェクト活動は 2004 年の

設立からこれまでに 70 のプロジェクトが立ち上

がり、1000 名を超える学生が携わってきた。これ

まで、イノベーションプラザ全体として OB との

関りを持ってこなかったが、OB 会の発足を機に

イノベーションプラザ OB との交流機会をいくつ

か実践した。本発表では、それらの活動実践につ

いて報告する。 

２．学生プロジェクト活動と OB会 

徳島大学イノベーションプラザで行われてい

る自主的な学生プロジェクト活動は、現在 1 年目

に「イノベーションプロジェクト入門」、2 年目に

「イノベーションプロジェクト実践」を履修する。

それぞれ通年集中 2 単位を取得できる選択授業

である。3 年目以降も活動する場合は、継続学生

としてイノベーションプラザに所属する。コロナ

禍以降も約 200 名の学生が毎年所属しているが、

ここ数年はプロジェクト数が 6 と少ない状態が

続いている（図１）。また，所属の内訳は，理工学

部のみならず，各学部からの参加がある．  

2007 年度～2016 年度の 10 年間については工

学部の所轄であったが，それ以外の期間は全学組

織として全学部からの学生を受け入れてきてい

る．これらの人的資源を現役学生やイノベのさら

なる発展のため，またイノベ OB と学生との交流

の場として活用していくことができればと 2022

年に OB 会組織を発足した．まだまだ不十分であ

るが，相互にお互いが関わっていくことのできる

環境を現在も構築中である．このような活動を進

めていく中で，イノベ OB への依頼，イノベ OB

からの依頼，イノベ OB からの提案という形で，

イノベ OB と現役学生との交流を実践した．

図 1 所属プロジェクト数と人数の推移 

３．実践報告 

（１）講演会

学生プロジェクト活動では年度末に学生プロ

ジェクト活動報告会を実施している．2023 年 2 月

の報告会終了後，OB 会副会長（平成 21 年博士前

期課程修了）による講演会を「イノベーションプ

ラザで活動する現役学生へのメッセージ」という

テーマで実施した．当時はコロナ禍の制限により，

発表者や回答者を含む 20 名足らずが対面で参加

し，その他の学生は，オンラインで公聴した．自

身の仕事とイノベでの経験の同じところと違う

ところを対比させながら，学生プロジェクト活動

の経験が社会に出た際にどのように役立ってい

るかということについて話があった．大変わかり

やすい話であり，学生にも好評であったが，事前

の通知が不十分であったために，学生からの質疑

が無く，準備に課題が残った． 

（２）企業説明会および座談会

2024 年 7 月にマツダ株式会社の会社説明会及

び座談会を学内にて実施した．説明会には 2 名が

説明に来られ、内 1 名が、2020 年徳島大学大学

院修了学生であった．25 名の学生が参加した．
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自身の学生時代の活動なども踏まえたうえで，会

社概要や仕事内容の紹介や入社後の業務内容の

紹介など詳しく紹介があった．また質疑やプロジ

ェクト紹介についても活発に行われ，予定時間を

1 時間以上上回る座談会となった．終了後にアン

ケート調査を実施した．

（３）地域企業訪問

徳島県内の中小企業についてもっと学生が知

って，相互にかかわれる関係を作りたいという

OB の発案から，県内企業への工場見学を 2024

年 9 月に実施した．徳島県西部の株式会社ヨコタ

コーポレーションと阿波スピンドル株式会社の2

社について訪れ，それぞれ 2 時間程度設定し，工

場見学および座談会を開いた．14 名の学生が参

加した．見学会に際して事前の学習を促すための

アンケートフォームを作成し，回答を促した．ま

た，終了時にもアンケートを行った．それぞれ 40

分程度の座談会であったが，参加した学生の多く

が質問を行い，積極的に活動に参加できたのが印

象的であった． 

（４）アンケート調査

（２）および（３）における会社説明会，企業

訪問ではアンケート調査を実施した．大きく分け

て「満足度（5段階評価）」「興味のあった内容（選

択）（図 8）」「印象に残ったこと（記述）」「質問し

そびれたこと（記述）」「感想（記述）」について

MicrosoftForms を用いて収集した．満足度は，

すべて 4.7 点以上と高い満足度を得られた．記述

においては，具体的に良かった点を記載している

学生が多く，意識を持って聞く姿勢が身について

いることが見受けられた．（３）の企業訪問につ

いては事前に訪問先企業のことを知ってもらう

ために，MicrosoftFormsを用いた事前学習を課し

た．各企業 HPを確認し，「特に注目してほしいペ

ージを指定し，その中で興味を持ったこととその

理由」「会社の概要の部分の中で興味を持ったも

のとその理由」「そのほか HP を読んで興味を持

ったこととその理由」の 3 点についてそれぞれ記

述回答を求めた．また，「自分の所属するプロジ

ェクトの目的目標と強み」と「プロジェクトの視

点から聞いてみたいこと」についての記述回答も

求めた．前日までにおよそ 8 割の学生が回答し，

残り 2 割の学生も当日朝までには回答した．座談

会での質疑が積極的に行われた一つの要因にこ

の事前学習の効果もあったと考えられる． 

４．OBへのアンケート調査 

イノベでの活動がどのように社会に出た際に

活かされたのかについてアンケート調査を実施

している。現在回収中であり、数件の回答しか得

られていないが、「社会人として働く中でプロジ

ェクト活動のどのような経験が生かされている

か？」という質問については、図２のように製作

活動以外が生かされていると回答があった。 

図 2 OB へのアンケートの一例 

５．まとめと今後の予定 

イノベ OB による会社説明会や講演会などの

実践は学生らにとって有益であることはもちろ

ん，これまでイノベーションプラザ運営に携わっ

てきた教職員にとっても振り返りを行う良い機

会となった．現役学生との交流に参加してくれる

イノベ OB は、学生プロジェクト活動に対して好

印象を持っていることが前提となるが、そういっ

た OB らが社会でどのように活躍し、経験を活か

しているか交流の機会をもって示してくれるこ

とは、学生のモチベーションを高めるうえでも効

果的である。今後も OB との交流機会を積極的に

設けていきたい。 
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